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第 l 章では、 uv 光分解部の膨潤性に着目して、色素水溶液によるポリシランのパターン染色が可能であること、
さらに適切な染色順序の選択によって、簡単な行程で互いに混色することなく多色パターン染色が可能であることを
見出し、 TFT ドライブの液晶ディスプレイのキ一部品である RGB カラーフィルタへの応用展開の可能性を示した。
また、 uv 光照射ポリシラン膜の水溶液中での膨潤、溶解、色素吸着挙動の解析を水晶振動子マイクロバランス
(QCM) 法を用いて行った。さらに、 uv 光照射ポリシランの膨潤性とミセル顔料電着法を組み合わせることにより、
電極基板をバターニングすることなく酸化電位の差を利用して多色顔料のパターン電着が可能であることを示し、新
しいカラーフィルタ作製法を提案した。





第 3 章では、ポリシランの uv 光照射部と未照射部の援水性と濡れ性の差に着目し、ゾルーゲル法と組み合わせ




第 4 章では、 uv 光照射ポリシランとチタニルフタロシアニン (TiOPc) ならびにパナジルフタロシアニン
(VOPc) との特異な熱消色現象の機構に関して考察を加え、分子軌道計算から、その特異性が、電子供与体として





















(3)ポリシランの UV 光照射部と未照射部の援水性と濡れ性の差に着目し、ゾルーゲル法と組み合わせることで、 UV
パターン照射、シリカゾル水溶液への浸積、加熱ゲル化という単純な行程で UV 光照射部のみのキセロゲルによる
マイクロレンズを形成することに成功し、マイクロレンズアレーの簡便な作製法を開発している。
(4) さらに、ポリシランの UV 光照射部の膨潤性に着目し、ポリマー電着法と組み合わせることによって、簡便で広
い領域に形状の揃ったマイクロレンズアレーの作製に成功している。
(5)UV 光照射ポリシランとチタニルフタロシアニン (TiOPc) ならびにバナジルフタロシアニン (VOPc) との特異
な熱消色現象に関して、分子軌道計算に基づいて反応性を考察し、その特異反応性が電子供与体であるシリルラジカ
ルからこれらの金属フタロシアニンへの電子移動による遷移状態の安定度に起因することを明らかにしているo
以上のように本論文は、ポリシランの材料物性の応用展開を目指して、ポリシランが示す特異な化学的性質である
UV 光分解に着目し、それに伴う物性変化あるいは化学的反応性を積極的に利用してポリシランの新しい応用に関す
る展開を行ったもので、まだその実用化が見えていないポリシランの新しい応用展開の可能性を数多く提供しており、
材料科学の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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